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　本計画は市長が策定する「可児市教育大綱」に準拠しながら学校教育分野に

おける具体的施策を取りまとめたものであります。これまでの計画が目指して

きた姿、「笑顔の学校」に加えて、その考え方の底流には「子どもの命を守る」

という当たり前の理念を持っていることを敢えて書き込みました。ますます複

雑多様化する社会にあって子どもの命にかかわる事件事故が相次いで起こって

います。もはや学校・教育委員会だけで子どもを育てる時代ではなく、行政機関も地域も一

緒になって「社会の宝物」である子どもを守り育てなければならない、という思いです。

　この計画は今後 4 年間にわたる可児市の教育の基本理念と施策を盛り込みましたが、将来

にわたる「“可” 能性あふれる “児”（こ）どもがそだつまち　可児」を背負う次代への期待と

可児市の子どもたちが安心して楽しく将来に夢を持ち、心身ともに健全な成長をすることを

期待し、また地域の期待に応えるとともに、教職員もまた生き生きと教育を実践する「笑顔

の学校」の実現を目指します。

　この計画を策定するにあたって関係していただきました皆様に深く感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可児市教育長　篭橋　義朗

はじめに

　本市では、子どもの心に寄り添いながら個々の力を引き出し、伸ばす義務教

育を推進しており、人生 100 年時代を豊かに生きていくため、生涯に渡って学

び成長していく人材の育成を視野に「可児市教育大綱」を定めています。

　また、子どもと子育て家庭が地域・社会とつながり、みんなで子育てに関わっ

ていく取り組みを進め、健康で自立した大人へと成長する子どもの育ちを支え

ることで「“可” 能性あふれる “児”（こ）どもがそだつまち　可児」の実現を目指しています。

　社会が大きく変化する中では、学力や体力の向上はもとより、多様化する社会に適応でき

る資質や能力の育成とともに、どの子どもも安心して学べる教育環境を整備・充実していか

なければなりません。そのため、市は、市民・地域、そして教育委員会と一層の連携を図り

ながら、子育ての基本理念である「マイナス10カ月から　つなぐ　まなぶ　かかわる　子育て」

に基づき、引き続き切れ目のない支援を行っていきます。

　おわりに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見をいただきました可児市教育振興基本計

画策定委員の皆様をはじめ、ご協力いただきました関係者の皆様に深く感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可児市長　冨田　成輝
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可児市教育大綱

　本市の子育ての基本理念である「マイナス10カ月から　つなぐ　まなぶ　かかわる　子育
て」のもとで、その主要な役割を担う義務教育を中心として、子育て全般における切れ目のな
い教育を推進していくため、次のとおり「可児市教育大綱」を定める。

　　令和元年６月１３日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可児市長　冨田　成輝

可児市教育大綱
目指す方向

５つの目標

 　「子どもの心に寄り添い、個々の力を引き出し、伸ばす義務教育」を推進し、
生涯にわたって学び、成長していく人材を育てます。

１．「豊かな心」を育みます
　自分自身を認めることはもとより、命の大切さや相手を思いやる気持ち、良
好な人間関係を築くために必要な「豊かな心」を育みます。

２．「共に生きるためのルールを守る意識」を高めます
　社会生活を営むうえで必要な礼儀、道徳、規則など、「共に生きるためのルー
ルを守る意識」を高めます。

３．「夢に向かってチャレンジできるたくましい力」を養います
　学力・体力の向上をはじめ、社会や環境の変化、困難な課題に直面しても、夢
の実現に向けて自分の考えを持ち、創造力を発揮して「夢に向かってチャレン
ジできるたくましい力」を養います。

４．「ふるさとを愛し、社会に進んで貢献できる人」を育てます
　ふるさと“可児”への誇りを持ち続けながら、ふるさとの人や社会、自然との
関わりやつながりを大切にし、地域社会の一員として「ふるさとを愛し、社会に
進んで貢献できる人」を育てます。

５．「子どもは地域全体で育てる意識」を高めます
　家庭、地域住民、子育てに関わる各種組織、地域に関わる各種団体等がそれ
ぞれの立場で役割を果たし、相互に連携して「子どもは地域全体で育てる意識」
を高めます。
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計画策定の趣旨

計画期間

本市における教育の現状と課題

　本市では、市が目指す教育の基本的方向性を明らかにするとともに、各事業を計画的に推進す
るため、平成23年度に「可児市教育基本計画」を策定し、様々な施策を行ってきました。社会が
大きく変化する中では、予測が困難な状況にも柔軟に対応できることが求められ、学校教育にお
いては学力や体力の向上とともに、知識・技能の習得だけではない資質や能力の育成などに一層
対応しなければなりません。
　新たに策定する「可児市教育振興基本計画」は、市が推進する“マイナス10カ月から　つなぐ
まなぶ　かかわる　子育て”のもと定めた「可児市教育大綱※1」を実現するための学校教育に関
する指針であり、学校と教育委員会が子どもの教育に関係する様々な機関や部署、家庭や地域
と連携し、社会全体で関わっていく教育を目指しています。また、各学校は本計画に基づき、
それぞれの特色を生かし具体的な取り組みを進めていきます。

　平成31年４月に実施した可児市市民意識調査のうち、「教育や学習に関する施策の重要度と
満足度」についての設問では、「学校施設の安全性」が重要度・満足度ともに高く、継続して
実施していくべき施策であることが結果として示されました。また、重要度は高いが満足度は
低いものに該当するのは、「教員の指導力の向上」のほか「子どもの健康教育や体力づくり」
「子どもの確かな学力の育成」「放課後の子どもの居場所づくり」となっており、今後、特に
進めていく必要があるものと考えられます。
　「どのような子どもになってほしいか」の設問では、10年前に実施した前回調査と比較する
と、同様に「思いやりや優しさをもった子ども」「ルールやマナーを守る子ども」との回答が
多いものの「個性が豊かな子ども」「自分の意見をはっきり言える子ども」「向上心やチャレ
ンジ精神のある子ども」への回答の割合も増加しており、多様化する社会に対応できる力が求
められているものと考えられます。
 「学校教育の充実に必要だと思う取り組み」については、「いじめや不登校等の対策」や「体
験学習を通じた心の教育の充実」への回答が多く、特に「いじめや不登校等の対策」は前回と
比べてもその割合は増加しています。この結果から、心の教育の充実やいじめ・不登校等への
対応は、今後も不可欠となっています。
　これらの結果は、本計画策定に踏まえるべき教育の現状と課題の一端を示しているものと考
えます。
　また、現在、本市の外国籍市民は8,000人を超え、全体の約８％となっています。出入国管理
及び難民認定法の改正に伴い、今後もこの傾向が高まることが予想され、本市の教育にも大き
く影響することが考えられます。

令和２年度から令和５年度の４年間
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本市の教育の根底にあるもの

目指す教育の姿

　学校教育を進めていくにあたり、「子どもの命を守る」ことは何よりも大切であり、市及び
教育委員会の考える学校教育の根底に常に存在しています。
　子どもの命を脅かすすべてのもの（いじめ、児童虐待、育児放棄、不登校、貧困、災害、交
通事故等）から子どもを守っていきます。そのために、このようなことが起こらないよう関係
機関と連携して未然防止に取り組み、問題や情報を共有し対応していきます。

　人は、家庭や地域、学校や職場などで多くの人と関わり、様々な経験を積むことで成長して
いきます。教育や学習は、市民一人一人が自分の人生を切り拓き、豊かに生きていくために欠
かすことができないものです。
　未来社会を切り拓くための資質・能力や他者を思いやる心を育むとともに、ふるさと可児を
築いた先人たちの思いを大切にし、幅広い学習活動を通じて市民一人一人の意欲や能力を高
め、生かしていくことが大切です。
 「学校は本来楽しいところ」、「学習等に一生懸命取り組んで、できて・分かって楽しい」、
「仲間と一緒に活動することが楽しい」、その喜びを感じたとき子どもたちは“笑顔”になり、
また教師もそんな子ども達の笑顔に喜びを感じます。
　本教育振興基本計画では、このような「笑顔の学校」を本市の学校教育の目指す姿として推
進していきます。

「子どもの命を守る」

「笑顔の学校」
ひら
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計画の体系
　学校教育に関する指針である本計画は、次の概念図のとおり位置付けています。
　①生きていくために必要な基礎を形成すること、②多様化する社会に適応するために加えて
必要となる資質・能力を育てること、そして③子どもたちの学びを支えるための環境を整備・
充実していくことの３つを本計画の柱である基本目標とします。また、次ページの施策の体系
図のとおり３つの基本目標ごとに施策を体系的に示し、「笑顔の学校」づくりに向けた施策を
進めていきます。
　なお、教育委員会の所管外の業務に関する施策（概念図に示す「子ども・子育て支援施策」
「文化・スポーツ振興施策」「青少年健全育成推進施策」「生涯学習活動支援施策」「多文化
共生推進施策」など）については個別の計画等で対応し、学校教育に関する施策と相互に連携
しながら進めていきます。

可児市教育大網
１．「豊かな心」を育みます。
２．「共に生きるためのルールを守る意識」を高めます。
３．「夢に向かってチャレンジできるたくましい力」を養います。
４．「ふるさとを愛し、社会に進んで貢献できる人」を育てます。
５．「子どもは地域全体で育てる意識」を高めます。

可児市教育振興基本計画
Ⅰ 「生きる力」の基礎の育成
Ⅱ 未来社会を切り拓くための資質・能力の育成
Ⅲ 学びを支援する環境の整備・充実

子どもの命を守る

笑顔の学校
子ども
子育て
支援施策

文化
スポーツ
振興施策

青少年
健全育成
推進施策

概念図

～マイナス10カ月から　つなぐ　まなぶ　かかわる　子育て～

生涯学習
活動
支援施策

多文化
共生
推進施策
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笑顔の学校

基本目標Ⅰ

基本目標Ⅱ

基本目標Ⅲ

「生きる力」の
　　　基礎の育成

未来社会を切り拓くため
の資質・能力の育成

学びを支援する
環境の整備・充実

施策１　幼児教育との接続強化

施策１　コミュニケーション能力の向上

施策１　教職員の資質及び指導力の向上

施策２　教職員の働きやすい環境づくり

施策３　学校施設環境の整備、管理

施策４　一人一人に寄り添った支援の充実

施策５　いじめの未然防止と早期対応の充実

施策６　社会全体での子どもの見守り、成長支援

施策１　適正な教育委員会の運営 施策２　効果的・効率的な教育行政の推進

全体の推進体制

施策２　国際理解教育の充実と多文化共生教育の推進

施策３　キャリア教育の推進

施策４　ＩＣＴ活用の推進

施策５　総合的な能力と個性を伸ばす教育の推進

施策２　確かな学力の向上

施策３　心の教育の推進

施策４　ふるさと教育の推進

施策５　体力の向上と健康の保持増進

施策６　安全で栄養バランスのとれた
　　　　おいしい給食の提供と食育の推進

施策の体系図

ひら
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　確かな学力の向上、豊かな人間性の形成、体力の向上、健康の保持増進を図ることで、生き

ていくために必要な基礎的な能力を育みます。

◆幼稚園教員、保育士、小中学校教員の合同研修や情報の共有により連携を密にし、就学前教

　育から小学校教育へと切れ目のないスムーズな移行を行います。

◆幼児の自発的な活動を確保することで、興味や関心を広げます。

◆基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得を図り、これらを活用して思考力、判断力、表

　現力等を育みます。また主体的に学習に取り組む態度を養い、個性を生かし、多様な人々と

　の協働を促す教育の充実に努めます。

　・日々の授業改善による質の高い授業の実現

　・協働的な学習活動による主体的・対話的で深い学びの実現

　・「話す・聞く」「読む」「書く」の指導を徹底した言語活動の充実

◆分かる喜びや学ぶ楽しさを実感できるよう評価を工夫し、

　個々の学習状況や定着状況を見届けるなど、きめ細かな

　指導の充実を図ります。

　・児童生徒の学習状況等の把握と指導方法への反映

◆児童生徒の学習習慣が確立するよう配慮します。

　・家庭との連携

◆自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考えるなど、主体的に自己の生き方について考えを深め、

　道徳性を養います。

　・ＳＳＴ（ソーシャル・スキル・トレーニング）※5等を通じた社会性や自己肯定感などの育成

◆互いのよさや違いを認め合い、支え合う温かい人間関係を醸成する中で、認識力・自己啓発力・

　行動力の育成を図ります。

　・国籍や性的指向などに対する差別や偏見といった今日的課題にも対応した人権感覚の醸成

「生きる力」の基礎の育成基本目標Ⅰ

施策１　幼児教育との接続強化

施策２　確かな学力の向上

施策３　心の教育の推進

今後４年間の目標と施策

・幼保小連携推進会議※2及び幼保小中連携講座の開催

・「スタートカリキュラム※3」の編成及び規範意識や基本的生活習得に向けた「アプローチカリキュラム※4」との連携

・「こども応援センターぱあむ」及び「こども発達支援センターくれよん」との連携

・遊びを通して行う教育の推進
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◆教育活動全体を通して、児童生徒の規範意識を醸成し、人間尊重の精神と生命に対する畏敬

　の念を育てるよう、家庭や地域との連携及び豊かな体験活動を生かした地域ぐるみの道徳教

　育を推進します。

　・命の大切さや規範意識などを育む心の教育の推進

　・特別の教科である道徳（道徳科）を要とする道徳教育の推進

◆すべての人に温かく思いやりのある心で接する態度を育みます。

　・体験学習活動や福祉協力校事業を活用した福祉教育の充実

◆環境問題に関心をもち、環境に対する人間の責任と役割を理解し、環境保全に参加する態度 

    を育みます。

　・理科・社会科などの教科、総合的な学習の時間における環境学習や児童会・生徒会活動等を通じた環境教育の推進

◆地域の魅力や課題を知るといった探究的な学習に主体的・協働的に取り組む中で、ふるさと

　への誇りと愛着を育む「ふるさと教育」を推進します。

　・副読本「可児市のじまんとほこり」を活用した取り組み

　・教職員を対象とした可児市を知るための研修等の実施

◆地域の自然や歴史、文化や人々の営みにふれる体験活動を実施します。

　・地域の教育力を生かした特色ある学習活動の推進

　・日本の伝統的行事や地域の環境を生かした遊び体験、地域住民の参画による活動の実施

◆児童生徒の発達の段階を考慮して、学校の教育活動全体を通じて健康で安全な生活と豊かなス

　ポーツライフの実現を目指した教育の充実に努めます。

　・児童生徒の健康診断の実施

　・休み時間の活動やクラブ活動・部活動を通した体力の向上

　・全国体力・運動能力・運動習慣等調査（スポーツテスト）の実施

◆旬の食材を生かし、行事食を織り込んだ栄養バランスのよい給食の提供とともに、食中毒防止の

　ための衛生管理を徹底した給食づくりを進めます。

　・安全で安心な食材の確保や地場産物などを活用した魅力ある給食の提供

　・衛生管理基準等に照らした衛生管理

　・食物アレルギーに関する使用食材及び栄養成分配合表等の情報提供

◆学校給食を通した食に関する指導や家庭での正しい食習慣などに関する啓発を行います。

　・学校給食を活用した発達段階に応じた食育指導

　・給食試食会等の機会を通した保護者への食環境の改善指導及び啓発

い

施策４　ふるさと教育の推進

施策５　体力の向上と健康の保持増進

施策６　安全で栄養バランスのとれた
　　　　おいしい給食の提供と食育の推進
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　子どもの心に寄り添い、個々の力を引き出し伸ばす教育を進めることで、未来社会を切り拓くた

めの資質や能力を養い、多様化する社会において、一人一人が持続可能な社会の担い手として活躍

できる人材を育成します。

基本目標Ⅱ

◆学校の教育活動全体を通して、自分の考えなどを発表する場を積極的に提供することにより、児

　童生徒のコミュニケーション能力を高め、伝え合うことの楽しさを実感させます。

　・「ココロとカラダワークショップ※6」の実施

◆外国語を用いたコミュニケーションの楽しさを体験する活動を設定し、主体的にコミュニケー　

　ションを図ることができるよう指導方法を工夫します。

　・全小学校での「かにっこ英語プログラム研究※7」（小学校英語コミュニケーション研究事業）の推進

◆国籍の異なる児童生徒との交流を通して、国際理解と多文化共生を推進します。

　・「かにっこ英語サマースクール※8」の実施

◆小学校英語教育を充実します。

　・ＡＬＴ※9を有効に活用した授業の実施

◆外国籍児童生徒の日本の学校生活への適応を図ります。

　・「ばら教室ＫＡＮＩ※10」における日本語初期指導体制の充実

　・各学校の国際教室における教育内容の充実

　 ・通訳サポーターの配置による学習、生活支援

　 ・国際交流協会との連携、協力による就学支援

　 ・外国籍児童生徒を受け入れるための教職員研修の実施

未来社会を切り拓くための資質・能力の育成
ひら

施策１　コミュニケーション能力の向上

施策２　国際理解教育の充実と多文化共生教育の推進
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◆児童生徒が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職業的自立に向けて

　必要な基盤となる、資質・能力を身に付けることができるキャリア教育の充実を図ります。

　・人間関係形成能力・将来設計能力の伸長

　・様々な体験活動を通した自分らしい生き方を実現する能力の育成

◆ＩＣＴ機器を活用した学習活動を進めます。

　・ＩＣＴを活用した学習活動の充実

　・プログラミング教育の推進

　・パソコン、大型モニターなどの設置によるＩＣＴ環境の整備の推進

◆インターネットを正しく利用するなどの情報活用能力を育成します。

　・情報モラル教育の推進

　・教職員のＩＣＴ活用指導力の向上

◆教科等横断的な視点に立った課題解決能力を育成します。

　・各学校の特色を生かした教育課程の編成と実施

　・「笑顔の学校公表会」による各学校の特色ある教育活動の交流

◆豊かな情操を育み、学びのきっかけとなるよう図書への関心を高めるため、読書活動を推進します。

　また、学校図書館が児童生徒の情報センターとなるように読書環境の充実を図ります。

　・各学級での朝読書を通じた読書活動の充実

　・学校司書による利用指導や委員会活動などを通じた読書環境の充実

◆多様化する社会を生きるために必要な柔軟で強い心を育てます。

　・非認知能力※12を伸ばす教育の推進

◆グローバルな視野と知的好奇心を高めるため、児童生徒の持つ能力や

　個性の伸長を図ります。

　・国際社会への関心を高める教育の推進

　・スポーツ・文化等の分野で才能や

　　個性を伸ばす教育の推進

施策３　キャリア教育の推進

施策４　ＩＣＴ※11活用の推進

施策５　総合的な能力と個性を伸ばす教育の推進
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学びを支援する環境の整備・充実基本目標Ⅲ

施策１　教職員の資質及び指導力の向上

施策２　教職員の働きやすい環境づくり

◆教職員の指導力・人間力、専門性を高めるための研究・研修を実施します。

　・管理経営研修の定期的な実施

　・若手教職員育成のための研修の実施や講師等を対象とした研修の充実

　・「学校所員会※13」における研究活動の充実

◆共感的な児童生徒理解に徹し、よりよい人間関係の形成を図ることを指導できる教職員を目指し

　ます。

　・特別な配慮を必要とする児童生徒に対しての特性を踏まえた適切な支援

　・保護者、関係機関との連携、周囲の児童生徒に対する必要な指導の実施

◆教職員の共通理解とともに、家庭や地域社会及び関係機関等との連携・協力体制を築き、広い視

　野から児童生徒の健全育成を図ります。

◆教職員の長時間勤務や多忙化解消に向けて、勤務実態の把握と業務の偏りの解消を行い、教職

　員個々の勤務時間やワーク・ライフ・バランスを意識した働き方を定着していきます。

　・勤務時間管理の徹底と勤務時間を意識した働き方の促進

　・ＩＣＴの活用による業務の効率化

　・地域の教育力の活用による学校運営のサポートや地域、保護者との連携による役割分担の見直し

◆積極的な外部の専門家やスタッフの活用により、教職員の勤務時間の軽減と業務の負担軽減を

　図ります。

　・スクールロイヤー※14による支援体制の充実

◆岐阜県部活動ガイドラインに沿った適切

　な部活動を推進します。

　・部活動での外部指導者の活用

　子どもたちの安全を確保し安心して学べる環境整備を進め、豊かな学びを支えるとともに生

涯にわたって学んでいこうとする意欲を育てる環境を整えます。また、社会全体で子どもを育

てるため、地域や家庭のほか教育に関連する様々な機関や部署との連携によりサポートする体

制を充実していきます。
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施策３　学校施設環境の整備、管理

施策４　一人一人に寄り添った支援の充実

◆児童生徒が安心して学べる教育環境を確保するため、計画的な校舎等の整備と安全管理を行い

　ます。

　・校舎、屋内運動場の計画的な改修及び校舎、遊具の定期的な安全点検の実施

　・老朽化、緊急性を見極めた効果的な施設・設備や備品の整備

　・児童生徒数の推計、「可児市公共施設等マネジメント※15」等を踏まえた学校規模適正化の検討

　・学校の実情や学校規模適正化等を踏まえた余裕教室等の有効活用の検討

◆危機等発生時の安全確保など安全・安心な学校環境づくりを推進します。

　・地域防災計画による防災体制の周知と訓練等の実施

◆本人、保護者との合意形成及び関係機関との連携の下、一貫した支援を行います。

　・「個別の教育支援計画※16」及び「個別の指導計画※17」の活用

◆合理的配慮を踏まえた指導を全教職員の共通理解の下、組織的に行い、社会性や豊かな人間性

　の育成を図ります。

　・インクルーシブ教育※18の推進及び通級指導教室※19の拡充

　・Ｑ－Ｕアンケート※20の実施による、生活の困り感の把握と適切な指導

　・ＮＲＴ※21の実施による学習の困り感の把握と適切な指導

◆不登校児童生徒に関する支援や学習支援、生活支援など、学校生活における様々な不安や問題に

　対応するための支援を行います。

　・「スマイリングルーム※22」での不登校児童生徒の学習支援等、学校復帰を目指した取り組み

　・スクールサポーター※23の配置によるきめ細かな学習支援

　・要保護・準要保護就学支援制度※24による支援

◆いじめによる悩みや不登校、非行問題に対する相談に対応します。

　・スクールカウンセラー※25の全小学校配置による教育相談体制の充実

　・スクールソーシャルワーカー※26の配置による家庭支援体制の充実

　・教育研究所を中心とした相談体制の充実
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施策５　いじめの未然防止と早期対応の充実

施策６　社会全体での子どもの見守り、成長支援

◆自他を尊重し、互いに協力し合い、主体的により良い人間関係を形成していこうとする集団づくり

　を進めます。特に、いじめ撲滅に向けて主体的に行動できる力を育てます。

　・道徳教育の充実

　・コミュニケーション能力の育成

◆いじめの早期発見、早期対応ができる学校づくりを進めます。

　・学校いじめ防止基本方針※27に基づく取り組みの推進

　・指導主事やスクールカウンセラーの派遣及び教育相談の実施

　・ＳＯＳの出し方教育の実施

　・「いじめ防止専門委員会※28」や関係機関との連携

◆すべての教育の出発点である家庭教育の重要性を踏まえ、基本的生活習慣やコミュニケーション

　能力の定着など、子どもの自立心を育成し心身の調和のとれた発達ができるよう、家庭の教育力

　を高めるための支援を行います。

　・保護者を対象とした講座の開設などによる家庭教育の支援

　・家庭と学校の連携

◆地域と学校が連携した教育環境づくりを進めます。

　・地域の教育力の活用による学校運営のサポート

　・子どもの安全確保のための小学校への学校安全サポーター※29の配置と登下校の見守り活動の推進

　・高等学校、大学との連携・交流、民間の教育力の活用

　・虐待の早期発見など子どもの命を守るための警察や関係機関・団体との連携

◆長期の休暇や放課後の子どもたちが安全・安心に過ごせる居場所づくりに配慮します。

　・「キッズクラブ※30」の運営・整備を行う子育て部門との連携
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全体の推進体制

施策１　適正な教育委員会の運営

施策２　効果的・効率的な教育行政の推進

◆各種会議を開催し、教育委員会の方針について決定します。

　・総合教育会議※31、教育委員会会議（定例会・臨時会）、教育政策会議※32の開催

◆関係機関等の連携・協力により教育課題に取り組みます。

　・幼稚園、小中学校への訪問

　・県教育委員会連合会や他市町村教育委員会との連携

◆教育委員の資質向上を図るため、研修の充実などを図ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・教育委員を対象とした各種研修会への参加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・制度改革や新たな施策等に関する情報提供

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・先進地等への視察

◆関連する施策について、情報・課題を共有し連携・協働して取り組みます。

　・教育委員会事務局内会議の定期開催

　・市長部局との連携強化

◆「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づく教育委員会事務の点検・評価を実施し、

　各施策を確実に実施するとともに、取り組みへの反映を行います。

　・ＰＤＣＡサイクルに則った外部評価委員による事務の点検評価の実施

　・市民アンケートや関係者ヒアリング等によるニーズの把握

◆市民に開かれた教育行政を進め、信頼される教育行政を目指します。

　・事務の点検・評価報告書の公表

　・総合教育会議、教育委員会会議の公開及び会議録の公表

　本計画を進めていくため、関係機関との連携・情報交換を密にしながら、教育委員会全体の調整

を行い適正に運営します。また、各施策を分析・評価し、効率的で効果的な教育行政を推進します。
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　各施策の進捗状況や達成状況を計る指標として、次のとおり目標及び参考となる指標を設定し
ました。目標指標では、数値で示した目標値を設定し、本計画の最終年である令和５年度を目標
年度として施策を進めていきます。また、数値としての目標が設定しにくい施策や現状値を参考
として推移を見る必要がある取り組みを参考指標としています。

各施策の目標と参考指標

目標指標及び目標値

（平成30年度）

（令和5年度）（令和元年度）

（平成30年度）

（平成30年度）

（平成30年度）

表中（注）は、現状値の維持を目標とするものです。

※11
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（平成30年度）

（令和元年度）

（平成30年度）

（平成30年度）

（平成30年度）

（平成30年度）

（平成30年度）

（平成30年度）

（平成30年度）

（平成30年度）

（平成30年度）

参考指標
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